
ま
た
一
つ
増
え
た
、

思
い
出
と
感
動

10 花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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まちの発展に貢献できる人材の育成を目的に、
小中学生を国内外に派遣しました

経験は宝物
………6

H I R O K O  K O K U B U  C O N C E R T

■日時／10月7日［水］
午後7時00分開演（開場は30分前）

■料金／一般…2,000円（当日2,500円）・
大学生以下…1,000円（当日1,500円）・
ペア…3,000円（前売のみ）
※全席自由 　※未就学児入場不可 　※電話予約可
※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館WEBサイト）

■出演／国府弘子（pf）、ゲスト：早稲田桜子（vl） Guest

Sakurako WASEDA

三股町ふるさと振興人材育成国内海外派遣事業

■日時／10月30日[金]
午後７時30分開演（開場は30分前）

■料金／一般…2,000円（当日同料金）・大学生以下…1,000円（当日同料金）・
ペ ア…3,000円（前売のみ）
※全席自由　※未就学児入場無料（親子室利用可）　※電話予約可
※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）

■出演／�温故知新：石井秀弦（津軽三味線）、
上之園謙治（ドラムス・パーカッション）

�管弦楽人：坂田梁山（尺八）、坂田美子（薩摩琵琶）、
稲葉美和（箏）、加藤武雄（キーボード・アレンジ）

特別ゲスト：内山みゆき（津軽民謡）
■プログラム／オリジナル、民謡、昭和歌謡からお届けします 

静
に
し
て
、
動

大
胆
に
し
て
、
精
緻

厳
か
に
し
て
、
奔
放
に

Innova
tion

―魂を
揺さぶ

る音―

お
ん
こ
ち
し
ん

管弦楽人

+

プ
ラ
ス

内山 みゆき

特別ゲスト

坂田 梁山 稲葉 美和坂田 美子 加藤 武雄

石井 秀弦上之園 謙治

マイナンバー制度が始まります！ …6　まちの話題 …12

あ
る
夏
の
日
。

ヒ
ロ
ト
は
い
つ
も
の
よ
う
に

山
の
中
で

絵
を
描
い
て
い
た
。

突
然
風
が
吹
い
て

帽
子
が
飛
ば
さ
れ

そ
う
し
て
そ
こ
に
は

不
思
議
な
小
学
校
が

あ
ら
わ
れ
た･･････

出演
あべゆう
かみもと千春
濵砂崇浩
大浦愛
大迫紗佑里

劇
団
こ
ふ
く
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演 

＃
22

■日時／10月22日［木］
�午前11時00分開演★・
�午後7時00分開演（いずれも開場は20分前）

■料金／�▪午前11時00分の回「赤ちゃんといっしょ」／
小学生から一律500円（当日同料金）
▪午後７時00分の回／一般…1,000円（当日1,200円）・
高校生以下…500円（当日同料金）・　
やさい割…500円（前売のみ。ご家庭で収穫された野菜を上演日にご持参下さい。）
※日時指定全席自由　※電話予約可
※未就学児入場無料（託児サービスも実施します。申込＝三股町立文化会館）
※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館WEBサイト）

■出演／あべゆう、かみもと千春、濵砂崇浩、大浦愛、大迫紗佑里

作
　
藤
井
貴
里
彦

演
出
　
永
山
智
行

★�「赤ちゃんといっしょ」の回。乳幼児も保護者と
一緒にご覧いただける回です。入退場自由。マッ
トに寝転んだり、泣いたり、どうぞ自由にお楽し
み下さい。もちろん一般のかたも一緒にご覧い
ただけます。（騒がしいことだけご了承下さい。）

写真／ 佐土原高校（第67回大会 最優秀賞）

■月日／11月7日［土］・8日［日］ 
■料金／�無料（予約や申し込みも不要。気になる学校・作品だけでもご覧になれます）
■出場する�６校／ 10月頭開催の県予選会を勝ち抜いた６校
　　�（出場校・上演順は決定次第、三股町立文化会館ＷＥＢサイトにてお知らせします）
■主催／三股町・三股町教育委員会、宮崎県高等学校文化連盟演劇専門部

「
宮
崎
県
高
等
学
校
演
劇
県
大
会
」と
は
、

県
内
の
高
校
演
劇
の
頂
点
を
決
め
る
大
会
で
す
。

「
三
股
を
目
指
そ
う
！
」を
合
言
葉
に
、

10
月
頭
の
県
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
６
校
が
、

三
股
に
集
結
。高
校
生
な
ら
で
は
の

「
ま
っ
す
ぐ
な
瞳・胸
に
宿
る
思
い
」を
、

演
技
と
い
う
翼
に
乗
せ
て
、

九
州
大
会・全
国
大
会
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。

三
股
町
か
ら
踏
み
出
す
、若
人
の
軌
跡
…
そ
の
第
一
歩
。

み
ず
み
ず
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
た
舞
台
、

貴
重
な
瞬
間
を
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
頭
に
開
催
さ
れ
る
県
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た

６
校
の
演
劇
部
が
、

「
県
下
ナ
ン
バ
ー
１
＝
九
州
大
会
出
場
」の

切
符
を
か
け
て
、全
力
で
表
現
し
ま
す
。

第
37
回　
宮
崎
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　
演
劇
部
門

第
68
回 

宮
崎
県
高
等
学
校
演
劇
県
大
会

■
発

行
・

編
集

：
三

股
町

 企
画

政
策

課
TEL：

0986（
52）1114

　
FA

X
：
0986（

52）4944
〒

8
8

9︲19
9

5
 宮

崎
県

北
諸

県
郡

三
股

町
五

本
松

１︲１

三股町立文化会館自主文化事業
●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel.�0986−51−3462� 　http://www.town.mimata.lg.jp/bunka/）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。

平
成

2
7

年
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0
月

１
日
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町
教
育
委
員
会
で
は
、ま
ち
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

平
成
元
年
か
ら
小
中
学
生
を
国
内
外
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

三
股
町
ふ
る
さ
と
振
興
人
材
育
成
国
内
海
外
派
遣
事
業

修了証書（サーティフィケイト）
授与式

地元子ども会との交流SSTVでテレビに出演

ディジュリドゥ演奏体験

ホストファミリーと初対面ドリームワールド見学

ホストファミリーの皆さんと

昇竜洞見学

芭蕉布工房でのハンカチ染め体験 沖
おき

泊
どまり

海水浴場での海浜活動知名町ふるさと夏まつり参加

アボリジニの文化も学びました

解団式で研修の成果を
発表しました（海外）

解団式で研修の成果を
発表しました（国内）

国内
派遣

海外
派遣

小
学
生
は
沖
永
良
部
島
へ

国
内
派
遣
に
参
加
し
た
の
は
︑
５
月
９

日
の
抽
選
会
で
選
ば
れ
た
町
内
の
小
学
６

年
生
30
人
︒鹿
児
島
県
沖
永
良
部
島
で
６

日
間
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
︒団
員
た
ち

は
︑
４
回
の
事
前
研
修
を
受
け
て
︑
７
月

29
日
に
出
発
︒現
地
で
は
︑研
修
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
宿
泊
し
な
が
ら
︑
海
浜
活
動
︑
施

設
の
見
学
や
現
地
の
子
ど
も
会
と
の
交
流

な
ど
を
行
い
ま
し
た
︒

6/ 9 結団式

7/29
三股町発、鹿児島空港～沖永良部空港、
日本一のガジュマル・世之主の墓見学、
和泊町役場訪問、海浜活動

7/30 地元CATV見学、海浜活動、グラスボート体
験、和泊（わどまり）町子ども会との交流会

7/31 歴史民俗資料館・西郷南洲記念館見学、
芭蕉布染め体験、ウミガメ孵化観察会

8/ 1
知名（ちな）町子ども会との交流会、昇
竜洞・ジッキョヌホー・ウジジ浜見学、
知名町ふるさと夏まつり参加

8/ 2 くり舟競争参加、海浜活動、住吉暗川見
学

8/ 3 海浜活動、沖永良部酒造・フーチャ見学、
沖永良部空港～鹿児島空港、三股着

9/ 9 解団式
個人費用負担：３万3,000円
※年度によって異なります

【国内派遣の主なスケジュール】

【海外派遣の主なスケジュール】

海外派遣での様子

国内派遣での様子

中
学
生
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

海
外
派
遣
団
に
は
中
学
生
６
人
が
参

加
︒６
回
の
事
前
研
修
を
受
け
て
︑
８
月

15
日
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ

ン
市
に
出
発
し
ま
し
た
︒現
地
で
は
︑ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
︑
ジ
ョ
ン
・
ポ
ー

ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ

︵
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
︶
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
教

師
に
よ
る
英
語
レ
ッ
ス
ン
や
他
国
の
留
学

生
と
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
︒

6/ 9 結団式
8/15 三股町発、宮崎空港～台北空港
8/16 ブリスベン空港到着、ホストファミリーと

の対面式
8/17 ＪＰＩＣ案内、語学研修
8/18 語学研修、体験学習
8/19 文化研修、体験学習
8/20 文化研修、体験学習
8/21 ドリームワールド見学
8/22 ホストファミリーとの交流
8/23 ブリスベン市内観光、ブリスベン空港出発
8/24 台北空港～宮崎空港、三股町着
9/ 9 解団式

個人費用負担：約13万円
※年度によって異なります

経
験
は
宝
物
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海外派遣団員
都城泉ヶ丘高校附属中学校３年　西

にし

畑
はた

快
よし

紀
き

 さん

研修では、オーストラリア固有の動植物や気候の違
い、先住民であるアボリジニの文化など、学ぶことが
数多くありました。授業で訪れた学校では、どの生徒
も僕たちを見て、外国人を見るような目では見ません。
これは僕にとっては衝撃でした。多民族社会のオース
トラリアには人種差別が無く、異なる文化への理解が
できているのだと思います。世界中の人が互いのこと
を認め合い、受け入れることができれば、全ての国が
幸せな関係を結べると感じました。

今回の研修を通して、日本では学ぶことができない
たくさんのことを経験できました。これからも新しい
知識や考え方を身につけていきたいと思いました。

保護者：西
にし

畑
はた

直
なお

子
こ

 さん

初めての海外に期待と不安が入り混じった様子で出
発しましたが、三股に到着したときの自信に満ちた笑
顔を見て胸を撫で下ろしました。15歳という多感な時
期に海外での生活を経験したことで、視野が広くなっ
たと感じています。

国内派遣団員
梶山小学校６年　藤

ふじ

田
た

琳
りん

菜
な

 さん

研修に参加して一番うれしかったことは、違う学校
の友達や沖永良部の友達とたくさん話せたことです。
女の子だけ集まって話をするのではなく、男の子とも
仲良くなっていきました。
また、沖永良部が台風と塩害の島だということや、

河川が少ないため水に恵まれず、稲が育たなかったと
いうことも分かり、住む場所によって違いがあること
も勉強になりました。
これまで、あまり集団生活をしたことが無かったの
で、グループみんなの助け合いで乗り越えることがで
きて、良い経験ができました。今後も、この研修を思
い出して、しっかり生かしていきたいです。

 

保護者：藤
ふじ

田
た

万
かず

美
み

 さん

今回の研修では、班のリーダーに手を挙げるなど、
積極性が芽生えてきたように感じます。準備なども自
分で行い、自らの考えで行動できるようになってきま
した。子どもたちに良い経験をさせてもらえる場があ
ることを感謝しています。

情
報
化
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
で

は
︑
家
に
い
な
が
ら
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
情
報
が

手
に
入
る
よ
う
に
な
り
︑
人
と
の
連

絡
も
メ
ー
ル
な
ど
で
容
易
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒便
利
な
反
面
︑

情
報
が
入
り
過
ぎ
る
こ
と
か
ら
重
要

な
情
報
を
遮し

ゃ

断だ
ん

し
︑
人
と
の
対
話
を

減
ら
し
て
人
間
関
係
の
幅
を
狭
く
す

る
傾
向
も
み
ら
れ
ま
す
︒

自
分
の
こ
と
を
紹
介
し
︑
相
手
の

表
情
を
見
な
が
ら
話
を
聞
く
︒人
と

の
対
話
が
現
代
で
は
︑
よ
り
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
︒
そ
う
い
っ
た

意
味
で
こ
の
研
修
は
︑
異
な
る
文
化

や
自
然
に
触
れ
︑
現
地
の
人
と
直
接

交
流
で
き
る
場
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
︒子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
豊
か
に
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
︒

南
九
州
大
学

人
間
発
達
学
部 

子
ど
も
教
育
学
科

澁し
ぶ

澤さ
わ

透と
お
る 

教
授

派遣団員とその保護者の感想国内
海外

派遣事業について、専門家の意見を聴いてみましたInterview

派遣事業に参加した生徒と家族に、印象や感想を聴いてみました
心
に
芽
生
え
た
宝
物

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な

ど
の
革
新
的
技
術
の
お
か
げ
で
︑

近
年
は
世
界
中
の
き
れ
い
な
景
色

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
︑
メ
ー

ル
を
使
っ
て
遠
く
に
い
る
人
と
会

話
が
で
き
た
り
す
る
︑
と
て
も
便

利
な
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
か

ら
は
風
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
︒
メ
ー
ル
で
は
相
手
の
表
情

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒

派
遣
団
員
た
ち
は
︑
研
修
を
通

し
て
初
め
て
見
た
景
色
や
そ
の
地

の
慣
習
に
触
れ
︑
自
分
た
ち
が
住

ん
で
い
る
ま
ち
と
は
異
な
る
歴
史

や
文
化
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
︒
ま

た
︑
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
出
会

い
︑
緊
張
を
感
じ
な
が
ら
対
話
を

し
︑
次
第
に
心
を
通
わ
せ
て
い
き

ま
し
た
︒

こ
う
し
た
経
験
を
す
る
こ
と

で
︑子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
は
︑

普
段
の
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
感

動
が
芽
生
え
ま
し
た
︒

＂
目
で
見
て
︑
肌
で
感
じ
て
︑
自

分
の
中
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
き
た

気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
て
分
か
り

合
う
＂

こ
の
研
修
で
芽
生
え
た
た
く
さ

ん
の
気
持
ち
は
︑
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
に
と
っ
て
︑
か
け
が
え
の

無
い
宝
物
に
な
っ
た
は
ず
で
す
︒

そ
し
て
︑
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
心
が
豊
か
に
な
っ
て
大
き

く
成
長
し
て
い
く
こ
と
︒
そ
れ
こ

そ
が
︑
こ
の
ま
ち
の
宝
物
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

三
股
町
ふ
る
さ
と
振
興
人
材
育
成

国
内
海
外
派
遣
事
業

経
験
は
宝
物

樹齢117年を誇るガジュマルの生命力に触れて･･･
（沖永良部島 国頭小学校にて）
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マイナンバー制度が
始まります！
『マイナンバー』ってなぁに？

正式には「個人番号」といい、
住民票を持つ住民一人一人に通知される12桁の番号のことです。
個人が特定されないように、住所や生年月日などとは関係のない番号が付けられます。

制
度
は
来
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
始
ま
る
と
︑
皆
さ
ん

の
生
活
が
公
平
で
便
利
に
な
り
ま
す
︒

①
住
民
の
利
便
性
が
向
上

行
政
手
続
き
な
ど
で
︑
面
倒
な
手
続
き

が
簡
単
に
な
り
ま
す
︒

②
行
政
の
効
率
化

国
や
地
方
公
共
団
体
の
間
で
︑
情
報
の

連
携
が
円
滑
に
な
り
ま
す
︒

③
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

給
付
金
な
ど
の
不
正
受
給
を
防
止
で
き

ま
す
︒

 ど
ん
な
と
き
に
必
要
？

社
会
保
障
︑
税
︑
災
害
対
策
の
手
続
き

な
ど
で
︑
申
請
書
な
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
︒

①�
社
会
保
障
関
係
の
手
続
き
＝
年
金
︑医

療
︑介
護
︑生
活
保
護
︑児
童
手
当
な
ど

②�

税
務
関
係
の
手
続
き
＝
税
務
署
な
ど

に
提
出
す
る
書
類
︑
企
業
な
ど
で
記
載

す
る
給
与
支
払
報
告
書
な
ど

③�

災
害
対
策
に
関
す
る
手
続
き
＝
防
災
・

災
害
対
策
の
事
務
や
︑
被
災
者
生
活
再

建
支
援
金
の
支
給
な
ど

通
知
カ
ー
ド
と

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
違
い
は
？

通
知
カ
ー
ド
は
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
紙
製
の
カ
ー
ド︵
図
１
︶
で
す
︒行

政
手
続
き
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
が
︑
顔

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
10
月
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

簡
易
書
留
で
世
帯
主
宛
に
通
知
カ
ー

ド
が
郵
送
さ
れ
ま
す
︒

※
三
股
町
は
11
月
ご
ろ
に
な
る
予
定
で
す

　
　
　

【
平
成
28
年
１
月
】利
用
開
始

行
政
手
続
き
な
ど
で
︑
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す
︒申
請
を
し

た
人
へ
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が

開
始
さ
れ
ま
す
︒

　
　
　

【
平
成
29
年
１
月
】

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
運
用
開
始

自
分
の
情
報
を
い
つ
︑
誰
が
︑
な
ぜ

提
供
し
た
の
か
を
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ
れ
ま
す
︒

　
　
　

【
平
成
29
年
７
月
】情
報
連
携
が
開
始

行
政
機
関
な
ど
の
間
で
情
報
連
携
が

開
始
さ
れ
ま
す
︒事
務
が
確
実
で
円
滑

に
な
る
こ
と
で
︑
住
民
の
負
担
も
軽
減

さ
れ
ま
す
︒

写
真
の
掲
載
が
無
い
た
め
︑
運
転
免
許
証

な
ど
の
身
分
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
︒

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
︑
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
IC
チ
ッ
プ
付
き
カ
ー
ド︵
図
２
︶
で
︑

本
人
の
顔
写
真
な
ど
が
表
示
さ
れ
る
の
で
︑

身
分
証
明
書
と
し
て
も
使
え
ま
す
︒

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取
方
法

ま
ず
︑
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
︒
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
か
ら
で
も
申
請
で
き
ま
す
︒交
付
通
知

書
が
届
い
た
ら
町
役
場
町
民
保
健
課
の
窓

口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
︒

【
受
取
時
に
必
要
な
も
の
】
交
付
通
知
書

︵
は
が
き
︶・
通
知
カ
ー
ド
・
本
人
確
認
書

類
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド︵
お
持
ち
の

人
の
み
︶

個
人
情
報
の
保
護
対
策

特
定
の
機
関
に
共
通
の
情
報
を
集
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑
個
人
情
報
が

ま
と
め
て
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
︑
制
度
面

と
シ
ス
テ
ム
面
の
両
方
か
ら
個
人
情
報
保

護
の
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
個

人
情
報
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
を
︑

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
い
う
第
三

者
機
関
が
監
視
・
監
督
し
ま
す
︒

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と

公
的
個
人
認
証

現
在
お
持
ち
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

と
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
電
子
証
明
書

は
︑
有
効
期
限
内
で
あ
れ
ば
個
人
番
号
カ

ー
ド
交
付
開
始
後
も
利
用
可
能
で
す
︒
し

か
し
︑
以
下
の
手
続
き
に
は
期
限
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

・ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
更
新
な
ど
＝

12
月
28
日
ま
で

・�

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
電
子
証
明
書

の
発
効
な
ど
＝
12
月
22
日
ま
で

民
間
事
業
者
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
い
ま
す

１
法
人
に
一
つ
の
法
人
番
号︵
13
桁
︶

が
指
定
さ
れ
︑
登
記
上
の
所
在
地
に
通
知

さ
れ
ま
す
︒
ま
た
︑
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
従
業
員
の
税
や
社
会
保
障
関
係

の
書
類
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要

に
な
り
ま
す
︒制
度
に
向
け
た
計
画
的
な

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
︒

【
書
類
の
例
】
源
泉
徴
収
票
の
記
載
︑
雇

用
保
険
の
資
格
取
得
届
な
ど

詳
し
く
は
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

《
日
本
語
窓
口
》

　
☎
０
５
７
０
－
20
－
０
１
７
８

《
外
国
語
窓
口
》

　
☎
０
５
７
０
－
20
－
０
２
９
１

※
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※�

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く

すべての住民に届けられる「通知カード」（紙製）

すべての住民に送付される
「通知カード」（見本）

※上段が通知カードで、下段は個人番号カード交付申請書になっています。

申請をすると交付される「個人番号カード」（プラスチック製）

▲

お
も
て

▲おもて

▲

お
も
て

▲

う
ら

▲うら

▲

う
ら

●
お
問
い
合
わ
せ

図１：通知カード

図２：個人番号カード

もうすぐ
始まるよ！
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Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

ワークショップの様子

丸山誠司さんのおはなし会

こ
っ
ち
来
た
り
と
大
忙
し
で
し
た
。

当
日
は
50
人
の
定
員
に
対
し
て
、
当
日
参

加
も
含
め
て
60
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
り
、

工
作
用
紙
が
予
備
を
出
し
て
も
足
り
な
い
ほ

ど
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
サ
イ
ン
会
が
あ
り
、

長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
、帰

り
際
に「
す
て
き
な
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」と
、お
礼
を
言
っ
て
も
ら
え
た

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

●
秋
の
読
書
週
間
に
つ
い
て

10
月
27
日（
火
）か
ら
11
月
９
日（
月
）は
、

秋
の
読
書
週
間
で
す
。「
貸
出
た
い
け
ん
」や

「
映
写
会
」「
お
は
な
し
会
」「
雑
誌
の
リ
サ
イ

ク
ル
」
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■�

休
館
案
内︵
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
︶

月
曜
日︵
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
︶・

祝
日
・
年
末
年
始︵
12
月
28
日
～
１
月
４

日
︶・
第
３
水
曜
日︵
館
内
整
理
日
︶・
館
内

資
料
一
斉
点
検︵
年
１
回
・
15
日
以
内
︶

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

●
地
元
で
25
年
の
劇
団

８
月
７
～
９
日
、
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
に
よ

る
公
演『
た
だ
い
ま
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
股
と
門
川
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る

こ
の
劇
団
は
、
今
年
で
劇
団
創
立
25
周
年
を

迎
え
ま
す
。三
股
で
は
子
ど
も
演
劇
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ「
み
ま
た
座
」講
師
や
、み
ま
た
演

劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
ま
ち
ド
ラ
！
」の
運
営

な
ど
、
演
劇
を
通
し
て
ま
ち
に
根
付
い
た
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。毎
年
、劇
団
の
公
演

も
必
ず
文
化
会
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
作
品
は
、劇
団
の
代
表
で
あ
り
、劇

作
家
の
永な
が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き

さ
ん
が
描
き
下
ろ
し
た
新

作
で
す
。複
数
の
人
物
の
物
語
が
絡
み
合
い
、

人
が
生
き
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と
を
、
笑
い
や

涙
を
交
え
て
描
い
た
作
品
で
す
。俳
優
た
ち

が
繰
り
返
す
単
純
な
動
き
と
、
息
の
合
っ
た

語
り
で
展
開
す
る
舞
台
は
、
落
語
の
よ
う
に

情
景
や
物
語
を
観
客
に
想
像
さ
せ
、
ホ
ー
ル

内
は
不
思
議
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

詰
め
掛
け
た
観
客
は
、
そ
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
舞
台
を
楽
し
み
ま
し
た
。

●
土
曜
の
午
後
に
ク
ラ
シ
ッ
ク

８
月
29
日
、音
楽
公
演『
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
！
』を
行
い
ま
し
た
。　

こ
の
公
演
は
、
県
内
で
活
動
し
て
い
る
音

楽
家
が
集
ま
っ
た「
グ
ル
ー
プSohne

」に
よ

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。こ
の
グ

ル
ー
プ
は
、
音
楽
を
通
し
て
宮
崎
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
県
内
26
市
町
村
に
質

の
高
い
演
奏
を
送
り
届
け
て
い
ま
す
。

出
演
は
、日ひ

髙だ
か

慶け
い

子こ（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、永な
が

野の

紗さ

佑ゆ

里り
（
チ
ェ
ロ
）、
野の

﨑さ
き

さ
や
か（
ピ
ア

ノ
）、熊く
ま

谷が
い

愛あ
い

香か（
フ
ル
ー
ト
）、高た
か

場ば

涼り
ょ
う

子こ（
ピ

ア
ノ
）、桐き
り

原は
ら

直な
お

子こ
（
司
会
・
解
説
）の
６
人
で

す
。演
奏
曲
は
、ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー（
フ
ラ
ン
ス
）

の『
月
の
光
』、ピ
ア
ソ
ラ（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

の『
天
使
の
ミ
ロ
ン
ガ
』な
ど
、ク
ラ
シ
ッ
ク

の
名
曲
10
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。分
か
り

や
す
い
曲
の
解
説
も
あ
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
初

心
者
で
も
楽
し
め
る
内
容
で
し
た
。観
客
は
、

ホ
ー
ル
に
響
き
わ
た
る
生
の
演
奏
に
聴
き
入

り
、土
曜
の
午
後
、心
地
よ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

『クラシックはロマンティック!』本番の様子

●
丸ま
る

山や
ま

誠さ
と

司し

さ
ん

　
お
は
な
し
会
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

８
月
22
日（
土
）
午
前
10
時
か
ら
、
絵
本

作
家　

丸
山
誠
司
さ
ん
の『
な
つ
や
す
み　

わ
く
わ
く
お
は
な
し
か
い
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
』を
開
催
し
ま
し
た
。

お
は
な
し
会
に
は
84
人
も
の
参
加
が
あ
り
、

多
目
的
ホ
ー
ル
は
大
に
ぎ
わ
い
。『
に
ん
じ
ゃ

サ
ン
タ
』か
ら
始
ま
り
、数
冊
を
読
み
聞
か
せ

し
た
後
、ま
だ
発
売
さ
れ
て
い
な
い
絵
本”

マ

マ
、
な
ん
サ
イ
？”

を
い
ち
早
く
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。そ
の
絵
本
に
ち
な
ん
だ
、「
～

サ
イ
」に
関
す
る
・
お
題
を
子
ど
も
た
ち
か
ら

募
集
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
い
ろ
い
ろ

な
絵
を
描
く
と
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、開
く
と「
だ
る
ま

な
ん
だ
」
の
絵
が
飛
び
出
し
て
く
る
ト
ー
ス

タ
ー
ポ
ッ
プ
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。だ
る

ま
の
絵
に
色
を
塗
っ
た
り
、
は
さ
み
で
切
っ

た
り
、
紙
を
折
っ
て
貼
り
付
け
た
り
。丸
山

さ
ん
は
、
参
加
者
の
間
を
あ
っ
ち
行
っ
た
り

『ただいま』本番の様子

〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★楽しく・賢く・きちんと食べる★

●問い合わせ：健康管理センター�☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は、「おいしい」「栄養価が高い」「安い」と良いこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

でんぷん、タンパク質、食物繊維が主成分で、イモ類の中でも水分を多く含み、低カロリーなのが特長です。
カリウムも多いので、余分な塩分の排泄が促され、むくみの解消にもなります。

10月の旬食材…サトイモ　※材料は全て1人分です。

外
国
語
指
導
助
手
の
コ
ー
ナ
ー

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
し
ま
す
！

子
ど
も
た

ち
は
夏
休
み

を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す

が
、
私
の
夏

休
み
は
悲
し
い
で
す
。
７
月
は
故
郷

に
帰
っ
て
し
ま
う
友
達
と
過
ご
せ
る

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
三
股
と
都

城
に
住
む
外
国
人
は
、
色
々
な
職
業

の
人
た
ち
で
す
が
、
英
語
を
話
せ
る

か
ら
よ
く
分
か
り
合
え
て
、
す
ぐ
友

達
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
外
国
人

先
生
は
１
年
間
だ
け
の
人
も
い
ま
す
。

長
く
滞
在
し
た
い
私
は
、
ま
た
一
人

ぼ
っ
ち
に
な
り
ま
す
。
外
国
人
の
友

達
が
自
国
に
帰
っ
て
い
く
の
で
、
ど

ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、

大
好
き
な
日
本
の
友
達
が
増
え
て
い

く
の
で
、
こ
こ
に
い
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

日
本
語
で
、
友
達
を
作
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
。
例
え
ば
、
日
本
語
で

冗
談
を
言
っ
て
も
相
手
に
伝
わ
ら
ず
、

つ
ま
ら
な
い
人
と
思
わ
れ
た
か
な
？

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
語
を

も
っ
と
上
達
さ
せ
て
、
私
の
こ
と
を

た
く
さ
ん
知
っ
て
も
ら
い
、
友
達
を

増
や
し
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
本
語
の
勉
強
を

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
３
年
目
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

グリーン・ローレン

わせて、塩こしょう、ケチャップで味付けする。
好みでタバスコを掛ける。

◎副菜　みそ汁
 50㌔㌍　塩分1.2㌘
材　料　�シイタケ…１コ、小松菜…30㌘、エノキ…30㌘、

細ネギ…5㌘、味噌…10㌘、だし汁…120㍉㍑
作り方　�①シイタケは細切り、小松菜は3㌢長さ、エノ

キは長さを半分、ネギは小口切りにする。②だ
し汁でシイタケ、エノキを煮て小松菜も加える。
③火を止め、みそを溶き入れ、ネギを散らす。

◎もう一品　ブドウ
56㌔㌍　塩分０㌘ 
材　料　�ブドウ…100㌘

◎主食　ご飯
 168㌔㌍　塩分0㌘
材　料　��ご飯…100㌘

◎主菜　サトイモの包み焼き
 212㌔㌍　塩分0.9㌘
材　料　�サトイモ…80㌘、豚極薄切り肉…60㌘、カタク

リ粉…大さじ１、しょうゆ…小さじ1/2、塩…
小さじ1/10、油…小さじ１、レタス…20㌘

作り方　�①サトイモはよく洗い、皮ごと軟らかくゆでる。
皮をむき、しょうゆを絡める。②サトイモを豚
肉で巻き、カタクリ粉をまぶす。③フライパン
に油を敷き、色よく焼き、塩を振る。④皿に盛り、
レタスを添える。

◎副菜　千切りダイコンの
　　　　ケチャップ炒め
 77㌔㌍　塩分0.8㌘
材　料　�千切りダイコン（乾）5㌘、

ピーマン…1/2コ、ベーコ
ン…1/2枚、ケチャップ…
大さじ１、塩こしょう…
少々、タバスコ…少々

作り方　�①千切りダイコンは水で
戻し、よく絞る。②ピー
マンとベーコンは千切り
にする。③フライパンに
ベーコンを入れ、弱火で
炒める。油が出たら千切
りダイコンを加え炒める。
④ピーマンを加え炒め合

広報みまた 2015.109 8PublicRelations
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「
長
生
き
の
秘
訣
は
、
家
族
と
た
く
さ
ん
話
し

て
、
よ
く
笑
う
こ
と
で
す
か
ね
」

町
内
最
高
齢
者

若
松
ミ
キ
さ
ん

（
植
木
在
住
）

８
月
23
日
︑
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
と
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
︑﹁
エ
コ
ロ
ジ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
in
み
ま
た
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
︒

こ
れ
は
︑
環
境
美
化
を
通
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

が
目
的
で
︑﹁
県
下
一
斉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
﹂
に
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
︒

こ
の
日
は
︑
各
地
区
の
さ
ん
さ

ん
ク
ラ
ブ
や
障
害
者
団
体
な
ど
約

７
０
０
人
が
参
加
︒町
内
24
カ
所

で
ご
み
拾
い
や
除
草
作
業
な
ど
を

行
い
︑
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
２
㌧

ト
ラ
ッ
ク
４
台
分
に
も
の
ぼ
り
ま

し
た
︒

皆
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

エ
コ
ロ
ジ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
少
し
で
も
力
に
な
れ
た
ら
と
思
い
、
参
加
し

ま
し
た
。
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
た
こ
と
も
貴
重
な
経

験
で
す
。」

加
藤
秀
一
郎
さ
ん

（
都
城
市
在
住
）

参
加
者

敬
老
の
日
を
前
に
︑
町
は
80
歳

以
上
の
節
目︵
80
歳
︑85
歳
︑88
歳
︑

90
歳
︑95
歳
︑99
歳
︑１
０
０
歳
以

上
︶
を
迎
え
た
町
内
在
住
者
５
９

０
人
に
敬
老
祝
金
を
贈
り
ま
し
た
︒

基
準
日
と
な
る
７
月
１
日
時
点
で
︑

町
内
に
は
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
た

人
が
ち
ょ
う
ど
１
０
０
人
︑
１
０

０
歳
以
上
の
人
は
12
人
い
ま
す
︒

８
月
31
日
に
は
︑
木
佐
貫
町
長

が
最
高
齢
の
若
松
ミ
キ
さ
ん︵
１
０

３
歳
︶
宅
を
訪
問
し
︑﹁
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
﹂

と
︑
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
て
激

励
︒町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
茶

葉
１
袋
も
併
せ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
︒

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

５
９
０
人
に
敬
老
祝
い
金

「
ゴ
マ
の
製
品
を
取
り
寄
せ
し
て
い
て
興
味
が
あ

り
ま
し
た
。高
校
生
が
作
っ
た
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
お
い
し
か
っ
た
で
す
」

参
加
者

長
友
将
和
さ
ん

　
恵
美
子
さ
ん

　
俐
吏（
さ
と
し
）く
ん

（
福
岡
県
在
住
）

８
月
22
日
︑﹁
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
プ

レ
ゼ
ン
ツ
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
１
５
﹂
が
宮
崎
市
の
Ｍ

Ｒ
Ｔ
ミ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

今
回
は
都
城
東
高
校
ク
ッ
キ
ン
グ

部︵
梅
北
い
づ
み
監
督
︑18
人
︶
の

協
力
で
考
案
し
た﹁
高
校
生
シ
ェ

フ
の
み
ま
た
ん
ご
ま
と
豚
ロ
ー
ル

カ
ツ
の
こ
だ
わ
り
丼
﹂
で
挑
み
ま

し
た
︒食
材
に
使
用
し
た
ゴ
マ
︑豚

肉
︑米
な
ど
は
全
て
町
内
産
︒人
気

調
味
料﹁
マ
キ
シ
マ
ム
﹂
も
使
用

し
︑
来
場
者
に
よ
る
投
票
結
果
は

昨
年
を
大
き
く
上
回
る
７
位
︒県

内
に
本
町
地
場
産
品
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

高
校
生
シ
ェ
フ
大
活
躍
！

ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

「
成
績
を
残
せ
た
の
は
、
先
生
方
と
保
護
者
の
支
え

が
あ
っ
て
こ
そ
。感
謝
を
忘
れ
ず
後
輩
た
ち
も
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

三
股
中
男
子
バ
レ
ー
部

主
将

頴
川
竜
成
く
ん

（
三
股
中
３
年
）

９
月
１
日
︑
三
股
中
男
子
バ

レ
ー
部︵
水み

ず

尾お

彰し
ょ
う

太た

監
督
︑９
人
︶

が
全
国
大
会
の
結
果
報
告
の
た
め
︑

町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
︒

同
部
は
︑九
州
大
会
で
優
勝
し
︑

８
月
21
日
か
ら
︑北
海
道
で
開
催

さ
れ
た﹁
第
45
回
全
日
本
中
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
﹂に
出

場
︒先
発
選
手
６
人
の
平
均
身
長

が
最
も
低
い
同
部
は
︑
持
ち
味
で

あ
る
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
た
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
を
発
揮
し
︑

見
事
５
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
︒ま
た
︑主
将
で
セ
ッ
タ
ー
の
頴え

川が
わ

竜り
ゅ
う

成せ
いく
ん
は
︑優
秀
選
手
12
人

の
う
ち
の
１
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
︒

三
股
中
男
子
バ
レ
ー
部

全
国
大
会
で
５
位

「
全
国
大
会
で
は
、
笑
顔
で
プ
レ
ー
す
る
と
い
う

持
ち
味
が
出
し
切
れ
な
か
っ
た
の
で
、
次
の
大

会
に
つ
な
げ
た
い
で
す
」

み
ま
た
チ
ャ
ン
プ

主
将

畑
中
咲さ

く

哉や

く
ん

（
三
股
小
６
年
）

６
月
28
日
か
ら
９
月
５
日
に

か
け
て
︑
町
・
町
体
育
協
会
主
催

の﹁
第
８
回
み
ま
た
町
民
総
合
ス

ポ
ー
ツ
祭
﹂
が
町
内
各
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
︒

こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
︑

健
康
増
進
を
図
り
な
が
ら
︑
地
域

住
民
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒計
12
種

目
が
行
わ
れ
︑
参
加
者
は
心
地
良

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
︒

な
お
優
勝
者
・
団
体
は
次
の
と

お
り
で
す︵
敬
称
略
︶︒

８
月
27
日
︑
本
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
所
属
の
み
ま
た
チ
ャ
ン
プ

︵
中
村
純
一
監
督
︑８
人
︶
が
全
国

大
会
の
結
果
報
告
の
た
め
︑
町
長

室
を
訪
れ
ま
し
た
︒

同
ク
ラ
ブ
は
︑８
月
11
日
か
ら

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た﹁
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ
第
35
回
全
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
﹂

に
出
場
︒優
勝
し
た
中
之
口︵
新

潟
︶
に
準
々
決
勝
で
敗
退
し
た
も

の
の
︑
粘
り
強
い
闘
い
で
︑
見
事

５
位
に
入
賞
︒木
佐
貫
町
長
は﹁
大

舞
台
で
の
経
験
を
今
後
に
活
か
し

て
︑
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
﹂
と
︑激
励
し
ま
し
た
︒

み
ま
た
チ
ャ
ン
プ

全
国
大
会
で
５
位

「
元
気
に
大
き
く
育
て
て
、
み
ん
な
で
食
べ
る

の
が
楽
し
み
で
す
」

り
ん
ど
う
保
育
園

河か
わ
 
の
 
さ
く
ら
 
こ

野
桜
子
さ
ん

（
５
歳
）

８
月
26
日
︑町
役
場
で﹁
自
治
公

民
館
加
入
促
進
に
関
す
る
協
定
﹂

の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
︒

こ
れ
は
︑
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
根こ

ん

幹か
ん

で
あ
る
自
治
公
民
館
へ
の

加
入
を
促
進
す
る
こ
と
が
目
的
で
︑

町
が
︑
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会

と
都
城
宅
地
建
物
取
引
業
協
同
組

合
と
共
に
︑３
者
で
協
定
を
締
結

し
た
も
の
で
す
︒

こ
れ
ま
で
も
︑
各
自
治
公
民
館

と
連
携
し
て
加
入
推
進
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
︑
集
合

住
宅
の
増
加
な
ど
に
伴
い
︑
単
身

世
帯
が
増
加
︒自
治
公
民
館
加
入

率
は
70
％
を
下
回
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
︒今
回
︑約
１
８
０
の
不

動
産
業
者
で
結
成
さ
れ
て
い
る
同

協
会
が
協
定
に
参
加
し
︑
町
内
に

物
件
を
求
め
る
人
た
ち
に
加
入
を

促
す
こ
と
で
︑
さ
ら
な
る
加
入
率

の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
︒

９
月
４
日
︑
り
ん
ど
う
保
育
園

︵
鳥
居
洋
子
園
長
︑１
０
８
人
︶
で
︑

プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
苗
の
植
栽
が
行
わ

れ
ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑
町
農
畜
産

物
利
用
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会

が
︑
新
た
な
営
農
作
物
を
通
じ
て

食
育
・
地
産
地
消
の
推
進
を
行
う

目
的
で
実
施
し
た
も
の
で
す
︒

こ
の
日
は
︑
農
協
職
員
や
若
手

農
家
ら
が
︑
年
長
児
に
植
え
方
な

ど
を
説
明
し
︑
子
ど
も
た
ち
は
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
に

苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
︒収
穫
さ

れ
た
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
は
︑
食
育
の

取
り
組
み
と
し
て
園
の
給
食
で
使

用
す
る
予
定
で
す
︒

自
治
公
民
館
加
入
促
進
へ

３
者
で
協
定
を
締
結

野
菜
を
育
て
て
食
育
学
習

プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
を
植
栽

●�
陸
上�

１
０
０
㍍
／【
女
】松ま

つ
崎ざ

き

都み

桜お
（
小
１
）、
溝み

ぞ

添ぞ
え

來く
る

海み
（
小

２
）、宮
迫
瑠る

菜な
（
小
３
）、宮
迫

凜り
ん

花か
（
小
４
）、
福
田
由ゆ

依い
（
小

５
）、三み

城し
ろ
花か

音の
ん（
小
６
）【
男
】吉

田
空そ

桜お
（
小
１
）、東 
桜こ

う
明め

い（
小

２
）、吉
田
怜れ

桜お
（
小
３
）、竹
脇

優
輝（
小
４
）、
中
村
洋
介（
小

５
）、
八や

重え

尾お 

鴻こ
う（
小
６
）
女

子
８
０
０
㍍
／
松
崎
都
桜（
小

１
）、黒
木
巴は

愛ち
か（
小
２
）、宮
迫

瑠
菜（
小
３
）、
城じ

ょ
う

村む
ら

瑞み
ず
穂ほ
（
小

４
）、高
山
理り

好こ
（
小
５
）、水み

ず
町ま

ち

心こ
こ
音ね
（
小
６
）、男
子
１
０
０
０

㍍
／
吉
田
空
桜（
小
１
）、東 

桜

明（
小
２
）、吉
田
怜
桜（
小
３
）、

山
之
内
遼
介（
小
４
）、𠮷よ

し
川か

わ
賢け

ん

心し
ん（
小
５
）、八
重
尾 

鴻（
小
６
）、

３
０
０
０
㍍
／
蒲か

も
生う

英ひ
で
樹き
（
一

般
男
）、大
迫
若
菜（
一
般
女
）

● �

卓
球
バ
レ
ー
／
Ｄ
チ
ー
ム（
今

村
イ
ツ
子
、今
村
國く

に

治は
る

、大
村

和
彦
、
下
村
ヤ
ス
子
、
中
石
秀ひ

で

子こ

、
永
山
幸
弘
、
吉
田
ミ
エ
子
、

早わ
さ
田だ

れ
い
子
）

● �

硬
式
テ
ニ
ス�

男
子
単・上
級
以

上
／
吉
留 

寛
、男
子
単
・
中
級

以
下
／
新
留
誠
一

● 

四
半
的
弓
道
／
大
久
保
ノ
ブ
子

● 

ペ
タ
ン
ク
／
桒く

わ

畑は
た

良り
ょ
う

一い
ち

、宮
内

和
義
、𠮷よ

し
行ゆ

き
蘭ら

ん
子こ

● 

ミ
ニ
テ
ニ
ス（
ペ
ア
）
／
兒こ

玉だ
ま

眞ま

千ち

子こ

、森
田
久
美
子

● 
弓
道�

男
子
／
矢
野 

翼
、女
子

／
野
中 

梢

● 

卓
球�
男
子
／
福
元 

悟
、女
子

／
児
玉
優
子

● 

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル�

１
部
／

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
ズ
Ａ
、２
部
／

若
草
、３
部
／
元
気
Ｂ

● 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ�

男
子
／
兒こ

玉だ
ま

孝た
か
男お

、女
子
／
中
村
ミ
ナ
子

● 

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ�

男
子
／

馬ま

渡わ
た
り

宏ひ
ろ

好よ
し

、女
子
／
永な

が

山や
ま

幸ゆ
き

子こ

● 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
交
流
戦
の

み
実
施
の
た
め
表
彰
な
し
。

卓球バレー

卓球

硬式テニス

パークゴルフ

ミニバレーボール

陸上

熱
戦
繰
り
広
げ
ら
れ
た

み
ま
た
町
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
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くじの貢献広報事業」の一環として、寺
柱自治公民館へ音響機器・投光器他・会
議用テーブル・上敷き・物置の助成を行
いました。コミュニティ組織の活性化
や円滑な活動に役立つものと期待され
ます。宝くじの収益金は、市町村の明る
いまちづくりや環境対策、高齢化対策
など、地域住民の福祉向上に役立てら
れています。
■問い合わせ＝
　企画政策課�地域政策係
　☎52－1114

町社会福祉協議会では、共に助け合
い、励まし合いながら50年を過ごして
きたご夫婦を祝福し、合同金婚式を開
催します。

昭和40年12月31日までに婚姻届を出
したご夫婦で、合同金婚式に申し込み
をしたことがないご夫婦はぜひご参加
ください。また、そのようなご夫婦をご
存知の人は、ぜひご連絡ください。申し
込みをした人には、詳細を後日文書で
お知らせします。
■日時＝11月22日（日）午前11時～午

後1時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■申込期限＝10月23日(金)
■問い合わせ＝
　町社会福祉協議会
　☎52－1246

12月は、給与などに係る源泉所得税
の年末調整の月です。

都城税務署では、平成27年分給与所
得の年末調整説明会を次のとおり開催
します。

■会場＝都城市総合文化ホール
都城市北原町1106番地100
※�開始時間の30分前から受け付けを
行います。
※�混雑が予想されますので、公共交通
機関をご利用ください。
■問い合わせ＝
　都城税務署�法人課税第１部門
　☎22－4383

69回目を迎えるこの運動は、町民の
皆さんの善意と助け合いの精神によっ
て支えられています。誰もが生きがい
をもって、安心して暮らすことができ
る地域社会を築いていくことがこれか
ら一層重要になります。

皆さんのご支援、ご協力を心よりお
願いします。
■ 期間＝10月1日（木）～ 12月31日
（木）
■問い合わせ＝
　町社会福祉協議会
　☎52－1246

「ライフサポートセンターみやこの
じょう」では、皆さんの暮らしに関
する相談に応じます。
■場所＝都北労働福祉会館（都城市北

原町４街区４号）
■電話・面接相談＝毎週月曜日から金

曜日、午前10時～午後５時
■多重債務・生活法律相談＝
　毎週火曜日、午後１時～４時
　※要予約

■心の健康相談＝毎週水曜日、午後１
時～４時
■年金・老後の暮らし相談、職場・学
校・家庭などの悩み事相談＝

　毎週木曜日、午後１時～４時
■相談専用電話＝
　☎0120－397－868

要約筆記者とは、聴覚に障害がある
人が社会的活動に参加しやすいように、
話の内容を要約し、文字として情報を
伝える人のことです。福祉に理解・関心
がある人はぜひお申し込みください。
■開催日＝11月18日（水）～３月末ま

での毎週水曜日
■開催時間＝午後７時～９時
■場所＝都城市総合社会福祉センター
■受講料＝3,400円（テキスト代）
■申込方法＝①住所②氏名③電話番

号を明記し、はがきまたはファクス
で下記までお申し込みください。
■申込先＝〒885－0077 都城市松元町

４－14 都城市聴覚障害者協会
■申込締切＝10月31日（土）
■問い合わせ＝
　都城市聴覚障害者協会
　☎23－0885

平成27年8月1日から8月31日まで
社会福祉法人 三股町社会福祉協議会
●忌明寄付（敬称略）

関東に住む三股町出身者や、三股に
縁のある人が集まる在京三股会では、
年に一回、総会・懇親会を開いて親睦を
深めています。今年は、下記の日程で在
京三股会を開催します。

東京都および近県にお住まいの人が
いましたら、ぜひお声掛けください。皆
さんのご参加をお待ちしています。

また、在京三股会では会員を募集し
ています。在京三股会に興味がある人
は、ご連絡ください。
■日時＝10月24日（土）
　午後１時～午後３時
■ 場所＝エステック情 報 ビ ル４ 階

ＡGORA（東京都新宿区西新宿１－
24－１）

■問い合わせ＝
　企画政策課�地域政策係
　☎52－1114

●平成28年成人式
平成28年三股町成人式を次のとおり

開催します。
■日時＝平成28 年１月５日（火）

　午前10時30分～正午（予定）
■会場＝町立文化会館
■受け付け＝午前10 時～
■対象＝平成7年４月２日～平成8年

４月１日の間に生まれた人
※�新成人者には10月中旬に文書で案
内します。就職・進学で町から転出し
た成人者にも家族が町内在住であれ
ば、文書を送付します。
●成人式意見発表者などを募集します

成人式での意見発表者や町民憲章朗
ろう

誦
しょう

者、成人証書受領者を募集します。20
歳の記念に応募してみませんか。

申し込みが多数あった場合は、選考
となりますので、ご了承ください。
■内容＝
①意見発表者（１人）

新成人者としての決意・抱負を400字
詰め原稿用紙３枚程度にまとめ、発
表します。

②町民憲章朗誦者（1人）
新成人者を代表して町民憲章を朗誦
します。

③成人証書受領者（男女各１人）
新成人者を代表して成人証書を受領
します。
■募集締め切り＝11 月５日（木）
■問い合わせ＝
　教育課�生涯学習係
　☎�52－9311

財団法人自治総合センターでは「宝

お知らせ Mimata Information

愛のご寄付

在京三股会を開催します

合同金婚式を開催します

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

平成２８年三股町成人
式開催・発表者な
どを募集します

要約筆記者養成講座
受講生を募集します

らしのなんでも相
談」を開設してい
ます

｢暮

宝くじ助成事業で備品
の整備を行いました

年末調整説明会を開催
します

赤い羽根共同募金運動
が始まります

新
しん

村
むら

サチ 夫 建
けん

93 蓼　池 ３万円
柳
やなぎ

橋
ばし

良
りょう

一
いち

妻 節
せつ

子
こ

63 下　新 ３万円
高橋ヒロ子 父 木佐貫 重

しげ

夫
お

91 上　新 ３万円
間
ま

世
せ

田
だ

多
た

津
づ

子
こ

夫 和
かず

文
ふみ

67 下　新 ３万円
福永 明

あき

郎
お

妻 郁
いく

子
こ

81 蓼　池 ５万円
木
き

下
した

稔
みのる

妻 照
てる

美
み

64 東植木 ３万円
臼
うす

井
い

ミツ 夫 豊
とよ

実
み

86 下　新 10万円
村尾ツヤ子 夫 稔 83 大鷺巣 ３万円
平
ひら

原
はら

寛
ひろ

子
こ

夫 和幸 60 檪　田 ３万円
小牧 一

かず

昭
あき

母 ヨシ 101 梶　山 ３万円
楠
くす

原
はら

伍
いつ

夫
お

妻 エミ子 81 梶　山 ３万円
藤田 博

ひろ

徳
のり

母 千代子 75 兵庫県 ５万円
別
べつ

納
のう

幸一郎 父 行
ゆき

雄
お

90 田　上 ３万円

日付 時間 対象者
11
月
10
日（
火
）

午前10時
～ 11時30分

所在地郵便番号
「885-0001」～
「885-0079」
までの法人・個人

午後１時30分
～３時 上記以外

第1回�みまた　 霧島パノラマまらそん
これまでの「チャレンジRUN大会」にハーフマラソンのコースを加え、来年１月24
日に第１回みまたん霧島パノラマまらそんを開催します。大会当日は、町内各所で大
規模な交通規制を行いますので、下記の日程で説明会を開催します。事前申込は不要
ですので、近くの会場に直接お越しください。皆さんの参加をお待ちしています。

■会場と日程＝ １地区分館／ 10月15日（木）、２地区分館／ 10月16日（金）、３地区分館／ 10月26日（月）、
４地区分館／ 10月21日（水）、５地区分館／ 10月20日（火）、６地区分館／ 10月28日（水）、
７地区分館／ 10月19日（月）、８地区分館／ 10月22日（木）、９地区分館／ 10月23日（金）

　　　　　　　※いずれの会場も午後７時から開催する予定です。
■説明会内容＝①大会趣旨および概要　②交通規制　③ランナー・ボランティアの募集　④その他、質疑応答
■ハーフマラソンコース概略図（２・３・５キロの部はこれまでと同じです）

■問い合わせ＝
　第１回�みまたん
　霧島パノラマまらそん
　実行委員会事務局
　（教育課スポーツ振興係内）
　☎52－9312
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん健診・相談
■期日＝11月５日（木）
■受付時間＝午後１時～１時30分
■対象者＝
・健診＝平成26年10月・平成27年４月、８月生まれの乳児
・相談＝平成26年12月・平成27年２月、６月生まれの乳児
■持ってくるもの＝母子健康手帳、タオル３枚程度
　（おっぱい相談希望者のみ）
※�子どもの月齢に応じて医師の診察を行います。おっぱい
相談や栄養相談も実施しますので、ぜひご利用ください。
※�母子健康手帳の「３～４か月健診」「９～10か月健診」は、
乳児健康診査受診票を使って受診しましょう。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52－8101

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
子育てサークル「いもん子クラブ」と触れ合いましょう。
■期日＝10月15日（木）　
■時間＝午前10時～ 11時

●親子ふれあいコンサート
笑顔を運ぶ音楽団「小さな音楽会」の、生の歌と演奏で

楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝10月27日（火）　
■時間＝午前10時～ 11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●おはなし会
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による

読み聞かせを行います。
■期日＝11月５日（木）
■時間＝午前10時～ 11時

●親子教室（親子ビクス）
親子で体を動かしながら、心地よい汗をかきましょう。

参加希望者は、お申し込みください。
■期日＝11月11日（水）　
■時間＝午後１時30分～
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■講師＝田鍋 いずみさん
　（OKJ認定インストラクター、看護師）
■主催＝宮日母子福祉事業団
■申し込み先＝子育て支援センター　☎52－8101

●誕生会（10・11月生まれのお友達）
■期日＝11月12日（木）
■時間＝午前10時～ 11時
■内容＝子育て支援センターでお祝いをします。

ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ 
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688 

当センターは、ご近所で助け合う子育てを組織化したも
のです。 

“依頼者は信頼・安心して預け、提供者は大切にかわいがっ
て預かってくれる” 

そんな、お互いにとって優しさや喜びが響き合うことを
大切にしながら活動を行っています。 

・子育てを手助けしてほしい人→おねがい（依頼）会員 
・子育ての手助けをしたい人→まかせて（提供）会員 

困ったときにすぐ利用できるように、まずは会員登録を
しましょう。登録は無料です。登録後、「まかせて（提供）会
員」を紹介しますが、準備に１週間近くかかります。緊急
に備えて、早めの登録をお願いします。 
※�「まかせて会員の講習会」を来年２月に開催する予定で
す。ご近所での助け合いに協力してくださる人をお待ち
しています。

当センターは、開業して、今年10月で６年目に入ります。 
大きな事故もなく、こうしてひとつの節目を迎えること

ができたのは、会員の皆さんたちの心配りのおかげだと思
います。今後もご協力をお願いします。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●リズムウォーキング
■期日＝10月19日（月）
■時間＝午前10時～ 11時

※ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動をします。
●「スポーツの秋」運動習慣を身につけよう

暑かった夏が終わり、運動を始めるのによい季節となり
ました。健康づくりには運動はかかせません。特に内臓脂
肪が気になる人はぜひ運動を始めてみましょう。
【運動量の目安】
※�初めは、１日20分以上を目安に、最終的には１時間を目
指しましょう。

※�週３回以上または１週間の合計が３時間以上を目指しま
しょう。
１回に20分以上の運動を続けるには理由があります。運

動をすると最初は筋肉内の糖分が使われ、次に血液中のブ
ドウ糖が使われるので、脂肪がエネルギーとして使われ始
めるまでに20 ～ 25分かかるからです。

また、毎日できなくても週3回以上、または１週間の合計
が３時間以上になれば大丈夫です。忙しい人は、空いた時
間で１回10分間程度を何回か繰り返すだけでも、きちんと
効果があります。
●10月10日は「目の愛護デー」

テレビ、スマートフォン、パソコンなどに囲まれて目を
酷使することが多くなっています。また、コンタクトレン
ズの使用などでまばたきの回数が減り、ドライアイになる
人が増えています。

目が疲れやすい、不快感がある、乾いた感じがする、重
たいなどの症状はありませんか？　目の不調を感じたら眼
科を受診しましょう。日常生活を見直すことで症状が軽減
されることもあります。この機会に目の健康について考え
てみましょう。
●「里親啓発普及センターみやざき」が開所しました

さまざまな事情があり家庭で暮らすことができない子ど
もたちを、自分の家庭に受け入れるのが「里親制度」です。

県では、里親制度の普及・啓発の拠点として「里親普及
啓発センターみやざき」を９月１日に開所しました。里親
になってくださる人が増えることで、少しでも子どもの健
全な成長と発達が保障されることを願っています。

■ 開所時間＝国民の祝日と年末年始を除く、月曜日から
金曜日の午前10時～午後６時

■ 場所＝特定非営利活動法人みやざき子ども文化セン
ター内（宮崎市江平西１丁目５番11号江平ビル105号）

■相談専用メールアドレス＝
　satooya@kodomo-bunka.org
■問い合わせ＝☎0985－20－1220

●障害者との「ふれあいニュースポーツ大会」を開催します
ニュースポーツを通して精神障害者に対する理解と精神

障害者の社会参加の促進を図るため、ふれあいニュース
ポーツ大会を開催します。

ニュースポーツとは、年齢や体力に関係なく、誰でも楽
しく安全にできるスポーツです。ぜひご参加ください。

■開催日＝11月７日（土）
■受付時間＝午前９時30分～
　　※競技開始＝午前10時～

■場所＝都城市勤労青少年体育センター
　（都城市下長飯町1989番地）
■参加費＝無料
■申込期限＝10月23日（金）
■問い合わせ＝都城保健所健康づくり課　☎23－4504

地域包括支援センターからのお知らせ
●地域包括支援センター　☎52－8634

●高齢者虐待について～背景と介護のポイント（その2）
虐待されているという高齢者の半数近くが虐待されてい

る「自覚はない」と答えています。一方、虐待者も半数以上
が虐待の『自覚はない』と答えています。どちらも虐待に
対する自覚がないことが分かります。しかし、虐待が疑わ
れるケースの約１割は、生命の危険がある状態です。

■高齢者虐待が起こりやすい背景
・適切な介護の仕方や認知症への対応が分からない
・介護の負担を一人で抱えている
・経済的に困窮している
・近所つきあいがない
・夫婦だけ、高齢者と単身の子どもだけの小規模家族
・介護者に疾病や障害がある　など・・・
■高齢者を介護するときのポイント
・公的サービスを積極的に利用する
・高齢者はもちろん、介護者自身の気分転換をする
・一人きりにならないで、仲間をつくる
・恥ずかしがらない、隠さない
・介護などの知識や理解を深め、情報を集める
※�介護を要する高齢者を抱えている家族などが地域から孤
立しないように、声掛けや見守りなど地域全体で支え
合っていきましょう。
※次回（その３『地域づくりと相談窓口』）に続きます。
●足もと元気教室

■日程＝10月15日（水）～ 11月13日（金）までの分

■準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※10月１日～ 14日の日程は『広報みまた』先月号をご参照ください。

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

まかせて会員講習会

地区名 時　間 場　所 期　日

第1地区 午前9時30分～ 11時 第 1 地 区 分 館 10月16日（金）
11月 6日（金）

第2地区 午後1時30分～ 3時 第2地区交流プラザ 11月 5日（木）

第3地区 午後1時30分～ 3時 第 3 地 区 分 館 11月12日（木）

第4地区 午前9時30分～ 11時 第 4 地 区 分 館 10月21日（水）
第5地区 午後1時30分～ 3時 轟 木 集 落 館 10月15日（木）

蓼　池 午前9時30分～ 11時 蓼 池 児 童 館 10月15日（木）
11月 5日（木）

餅　原 午前9時30分～ 11時 餅 原 営 農 研 修 館 10月19日（月）

三　原 午後1時30分～ 3時 三原地区　　　　　
コミュニティセンター 10月21日（水）

今　市 午前9時30分～ 11時 今 市 児 童 館 11月 2日（月）

中　原 午前9時30分～ 11時 中原地区　　　　　
コミュニティセンター

10月28日（水）
11月11日（水）

下　新 午前9時30分～ 11時 第 7 地 区 分 館 11月13日（金）
第8地区 午前9時30分～ 11時 第 8 地 区 分 館 10月23日（金）

第9地区 午後1時30分～ 3時 第 9 地 区 分 館 10月28日（水）
11月11日（水）

広報みまた 2015.1015 14PublicRelations



※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
10月１日（木）～ 11月11日（水）

みまたくらしのカレンダー

◎ 今月の表紙

『心からのエール』 10月26日（月）は納付期限です
納期限内に納付しましょう。
●町県民税（第3期）
●国民健康保険税（第４期）

口座振替は10月26日（月）が振替日です。また再振替は11月
10日（火）に行います。前日までに預貯金口座の残高確認をお
願いします。
■問い合わせ：納税管理係�☎52-9635

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事故、

病気や失業など、やむを得ない特別な事情があって納期内に
納められないときは、印かんをお持ちになり、早めにご相談
ください。年度を繰り越す滞納とならないよう分割納付の相
談や各種納税相談を受け付けます。
■問い合わせ：特別収納対策係 ☎52-9634

家屋を取り壊したときは連絡をください
家屋を取り壊した人、または年内に取り壊す予定の人は、

ご連絡ください。
専用住宅を取り壊すと、住宅用地の特例が無くなり、土地の

固定資産税額が以前より高くなる場合もありますので、取り
壊す前に資産税係にご確認ください。家屋は、平成27年中に取
り壊した場合、平成28年度から固定資産税は課税されません。
■問い合わせ：資産税係 ☎52-9636

税の証明について
課税証明、納税証明、固定資産評価証明などが必要な場合

は、運転免許証などの身分証明書をお持ちになり、申請をし
てください。本人以外が申請する場合は、委任状が必要です。
ただし、町内同一世帯家族（親族）の場合は、窓口に来た人の
申出書により申請できます。
■問い合わせ：納税管理係�☎52-9635

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ●税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第16位／平成27年７月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位
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ご
遺
族
の
方
々
の
心
の
傷
は
10
年
た
っ
て

も
、
20
年
た
っ
て
も
癒
え
る
こ
と
は
な
い
こ
と
、

ま
た
過
度
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
、
以
前
と
は
、
ま
る
で
別
の
つ
ら
い
生

活
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
学

べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
自
分
の
犯
し
た
罪
の
重
さ
を

思
い
知
り
ま
し
た
。刑
期
を
終
え
て
も
、
示
談

を
終
え
て
も
、
そ
れ
で
償
い
が
終
わ
っ
た
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。自
分
の
罪
を
一
生
背
負
い

続
け
、
向
き
合
い
、
苦
し
み
続
け
な
が
ら
ご
遺

族
の
方
へ
の
謝
罪
を
続
け
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
私
の
事
件
が

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
に
出
た
こ
と
に
よ

り
、
私
の
両
親
は
近
所
の
人
の
目
が
気
に
な
り
、

外
に
出
る
の
が
怖
く
な
っ
た
と
言
っ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、私
の
代
わ
り
に
、亡
く
な
っ
た
被

害
者
の
方
の
お
通
夜
や
四
十
九
日
法
要
に
行

き
、
今
も
毎
月
ご
遺
族
の
方
へ
謝
罪
を
続
け
て

く
れ
て
い
ま
す
。私
の
両
親
は
何
も
悪
く
な
い

の
に
、
本
当
に
大
変
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。そ
ん
な
心
労
も
あ
っ
て
か
、半
年
ほ

ど
前
に
父
に
胃
が
ん
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。幸

い
初
期
の
も
の
だ
っ
た
た
め
簡
単
な
手
術
で

大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
れ
も
私

の
せ
い
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
ん

な
親
不
孝
な
私
で
す
が
、出
所
後
は
精
い
っ
ぱ

い
親
孝
行
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。出
所
後
は
、こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘

れ
ず
に
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

被
害
者
の
方
、
ご
遺
族
の
方
へ
の
償
い
を
生
涯

続
け
、
精
い
っ
ぱ
い
親
孝
行
を
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。そ
し
て
、当
然
も
う
二
度
と
車
は
運
転
し
ま

せ
ん
。酒
も
飲
み
ま
せ
ん
。以
前
の
私
は
、車
の
な

い
生
活
は
不
便
で
あ
る
と
、
酒
を
飲
ま
な
い
生
活

は
つ
ま
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、受

刑
生
活
を
通
じ
て
、以
前
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
た
日
常
の
生
活
が
ど
ん
な
に
幸
せ
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
知
り
ま
し
た
。今
で
は
車
が
無
く
て

も
、酒
が
無
く
て
も
十
分
満
ち
足
り
た
生
活
が
で

き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。日
々
の
生
活
に
、生
き
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
、以
前
の
人
間
関
係
や
生
活

態
度
を
あ
ら
た
め
、
全
く
違
う
生
活
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
最
低
の
人
間

で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
し
た
社
会
人

と
し
て
、
少
し
で
も
人
の
役
に
立
て
る
人
間
に
な

り
た
い
で
す
。私
は
、正
直
こ
の
よ
う
な
手
記
を
書

く
こ
と
に
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、私
の
手

記
を
読
み
、
何
か
感
じ
て
く
だ
さ
る
方
が
い
れ
ば

と
思
い
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
う
い
っ

た
小
さ
な
こ
と
で
も
、
自
分
に
で
き
る
限
り
の
社

会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
探
し
続
け
、
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
少
し
で
も
償
い
に
な
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。（
完
）

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

22 木 ◦不燃物
23 金 ◦可燃物
24 土

25 日

◎政所医院（小・内） ☎58-2171（高城町）

◎宮永病院（内・胃・外） ☎22-2015（松元町）

◎大岐医院（内・胃） ☎57-2025（山之口町）

◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）

◎寺本整形外科医院（整） ☎22-1171（北原町）

◎すみ産婦人科医院（産・婦）☎23-1152（東　町）

26 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
27 火 ◦可燃物
28 水

29 木

30 金 ◦可燃物
31 土

1 日

◎児玉小児科（小） ☎25-5570（花繰町）

◎おおくぼクリニック（内） ☎26-1500（千　町）

◎いづみ内科医院（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎もちお蛯原医院（整形・形成） ☎21-5355（蓑原町）

◎宮田眼科病院（眼） ☎22-1441（蔵原町）

2 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日

3 火

◎畠中小児科医院（小） ☎52-6000（三股町）

◎伊達クリニック（内・循） ☎36-7088（牟田町）

◎園田光正内科医院（内） ☎38-5115（太郎坊町）

◎都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳外） ☎80-4313（下川東）

◎倉内整形外科病院（整） ☎22-1252（上　町）

◎たき心療内科クリニック（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
4 水

5 木

6 金 ◦可燃物
7 土

8 日

◎ふくしまクリニック（内・消・小） ☎46-5001（下川東）

◎森山内科・脳神経外科（内） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）

◎どいクリニック（外・胃・内） ☎22-1825（上東町）

◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

9 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
10 火 ◦可燃物
11 水

1 木

2 金 ◦可燃物
3 土

4 日

◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）

◎三嶋内科（内） ☎24-7171（鷹　尾）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎たかお浜田医院（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）

◎飯田整形外科クリニック（整） ☎46-5115（上　町）

◎中山産婦人科医院（産・婦）☎23-8815（前田町）

5 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
6 火 ◦可燃物
7 水

8 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
9 金 ◦可燃物
10 土

11 日

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎田口循環器科・内科クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎宇宿医院（内・胃・消） ☎25-9031（栄　町）

◎とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎江夏整形外科クリニック（整・リュ・リハ） ☎51-1122（三股町）

◎西元眼科医院（眼） ☎25-8888（中原町）

12 月

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）

◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）

◎吉松病院（外・整） ☎25-1500（蔵原町）

◎花房泌尿器科医院（泌） ☎25-1177（北原町）

◎やの耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎27-5222（吉尾町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
13 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
14 水

15 木 ◦缶・瓶
16 金 ◦可燃物
17 土

18 日

◎早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） ☎36-6117（早水町）

◎野辺医院（内・胃） ☎22-0153（上　町）

◎坂田医院（内・消・胃） ☎51-2003（三股町）

◎山路医院（外・内） ☎64-3133（山田町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎永吉眼科医院（眼） ☎22-1530（姫城町）

19 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
20 火 ◦可燃物
21 水 ◦図書館休館日

◎10月の予定

◎11月の予定

三股中学校体育祭

９月13日に開催された同中学校体育
祭での１コマ。赤・白・青の各団は、互い
の健闘を祈ってエールを交換し合い、
全力で競技をする仲間に声援を送りま
した。団長が指揮を執り、団員たちは学
年の壁を越えて肩を組み、声を枯らし
て応援をします。その姿からは、一瞬一
瞬に全力を注ぐ若い情熱が伝わってき
ました。

（
全
２
回
）
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■
茶
じ
ょ
け

取
材
で
は
、
な
る
べ
く
皆
さ

ん
の
自
然
な
表
情
を
撮
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
身
を
小
さ

く
構
え
て
、
静
か
に
近
寄
り
、

カ
メ
ラ
を
構
え
…
、
こ
こ
で
見

つ
か
り
、
笑
顔
で
ピ
ー
ス
サ
イ

ン
。
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
▽
本
号
の
表
紙

を
飾
っ
た
中
学
校
の
運
動
会
。

先
生
方
に
許
可
を
お
願
い
し
、

生
徒
た
ち
の
懸
命
な
表
情
を

カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
校
庭
の

中
へ
。
で
す
が
、
広
い
校
庭
を

移
動
し
て
い
る
間
に
絶
好
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
何
度
も
逃
し
、
歓

喜
溢
れ
る
表
情
を
撮
ろ
う
と

近
付
く
も
、
生
徒
に
見
つ
か
り

「
ピ
ー
ス
！
」。
し
か
し
、
感
情

�◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

�◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

◦男／11,842人◦女／13,702人◦計／25,544人◦前月比－5人
◦世帯数／10,126戸（＋1戸）◦出生／22人◦死亡／25人
◦転入／75人◦転出／77人

三股町の人口 平成27年９月１日現在

発行・編集／三股町  企画政策課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111（代表） FAX0986-52-4944
町公式URL�………  http://www.town.mimata.miyazaki.jp/
町FacebookURL…https://www.facebook.com/mimatatown

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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が
爆
発
す
る
よ
う
な
中
学
生
の

熱
気
と
笑
顔
に
当
時
を
思
い
出

し
、
懐
か
し
い
気
分
を
味
わ
え

た
一
日
で
し
た
。▽
今
月
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
皆
さ
ん
と
会

話
し
、
撮
影
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
ピ
ー
ス
サ
イ
ン

を
し
て
い
る
笑
顔
も
大
好
き
で

す
。
だ
か
ら
、
私
に
気
付
い
た

ら
遠
慮
な
く「
ピ
ー
ス
」
し
て

く
だ
さ
い
ね
。
私
は
、
忍
者
の

よ
う
に
気
配
を
消
し
、
皆
さ
ん

の
無
防
備
で
、
す
て
き
な
表
情

が
撮
れ
る
よ
う
に
修
行
を
積
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
ま
た
が
ん
そ
！〈
り
〉

※�

ま
た
が
ん
そ･･･

諸
県
弁
で

「
ま
た
ね
」
と
い
う
意
味
。

西　

畑　

よ
し
子

ソ
テ
ツ
な
ど
生
ゐ
茂
る
庭
を
バ
ッ
サ
リ
と
切
り
く
れ
し
弟
よ
あ
り
が
と
う

す
れ
ち
が
ふ
女
に
秋
の
深
ま
り
知
る
ほ
の
か
に
漂
ふ
ナ
フ
タ
リ
ン
の
香
り

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
い
つ
の
間
に
か
手
に
負
え
な
く
な
っ
て
い
た
庭
の
木
々
を
見
か
ね
て
、

弟
が
朝
早
く
来
て
バ
ッ
サ
リ
と
切
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
た
か
っ
た
。

季
節
の
移
ろ
い
を
ナ
フ
タ
リ
ン
の
香
り
で
感
じ
、
郷
愁
を
か
き
た
て

ら
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

200

下し
も

野の

理り

子こ

ち
ゃ
ん（
２
歳
）

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
78

平ひ
ら

川か
わ

圭け
い

章し
ょ
う

さ
ん
（
38
）

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
笑
顔
を
作
る
お
も
ち
ゃ
職
人

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

一
人
で
も
多
く
の
人
の
手
に

東
原
地
区
に
工
房
「
け
い
か
お
」
を

構
え
る
平
川
さ
ん
は
、
木
の
お
も

ち
ゃ
専
門
の
工
芸
家
。物
心
つ
い
た
頃
か

ら
工
作
が
好
き
で
、本
に
載
っ
て
い
た
ウ
ッ

ド
ク
ラ
フ
ト
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
作
る
な

ど
没
頭
し
た
。20
歳
に
な
り
、い
っ
た
ん
は

企
業
に
就
職
し
た
が
、
与
え
ら
れ
る
仕
事

で
は
な
く
自
分
の
手
で
生
み
出
す
仕
事
を

し
た
い
と
思
い
、
工
芸
家
に
な
る
こ
と
を

決
意
。し
か
し
、工
芸
品
は
ど
う
し
て
も
値

段
が
高
く
な
る
。そ
こ
で
、宮
崎
で
は
誰
も

や
っ
て
い
な
い
木
の
お
も
ち
ゃ
を
作
る
こ

と
に
し
た
。お
も
ち
ゃ
な
ら
値
段
も
手
頃

で
、
よ
り
多
く
の
人
に
使
っ
て
も
ら
え
る

と
考
え
た
か
ら
だ
。「
展
示
品
で
遊
ぶ
子
ど

も
が
、帰
ろ
う
と
す
る
お
母
さ
ん
に
＂も
っ

と
遊
び
た
い＂
と
泣
い
て
訴
え
る
姿
を
見

た
と
き
は
、
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
ね
」。お
も

ち
ゃ
を
手
に
し
た
人
た
ち
に
笑
顔
が
生
ま

れ
、
夢
中
で
遊
ん
で
く
れ
る
姿
が
、
彼
を

次
の
創
作
へ
と
突
き
動
か
し
て
い
る
。

み
ま
た
ん
ご
ま
の
新
商
品

町
の
特
産
品【
み

ま
た
ん
ご
ま
】
を

使
用
し
た
十
字
屋

さ
ん
の
新
商
品
、

冷
菓『
ご
ま
バ
ー
』

を
紹
介
し
ま
す
。

濃
厚
な
ご
ま
プ
リ
ン
を
凍
ら
せ
た
お
菓
子

で
、
口
の
中
に
広
が
る「
み
ま
た
ん
ご
ま
」

の
風
味
は
格
別
で
す
。女
性
客
に
人
気
上
昇

中
の
金
ご
ま
味
は
、
甘
さ
控
え
め
で
豆
乳
を

使
用
す
る
な
ど
体
に
も
優
し
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。味
は
、
黒
ご
ま
と
金
ご
ま
の
２

種
類
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
ご
ま
バ
ー
】
１
本
・
２
５
０
円
／
生
産
者
・

十
字
屋　

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
市

祝
１
０
０
回
！！

毎
月
第
４
日
曜
日

に
行
っ
て
い
る
朝
市

『
み
ま
た
ん
駅
前
よ

か
も
ん
市
』
は
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
来

場
者
も
増
え
、
お
か

げ
さ
ま
で
今
月
１
０

０
回
目
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
１
０
０
回
記
念
に
ち
な
み
、
日
頃

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
来
場
者
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
を
計
画
中

で
す
。詳
細
は
、チ
ラ
シ
・
店
頭
で
ご
案
内
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！　

今
後
と
も
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
の

で
、よ
か
も
ん
市
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

※表示価格は全て税込みです。
https://facebook.com/mimata.yokamonya

三　

浦　

好　

子

★

★

め
い
な
姉
ち
ゃ
ん
い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て
あ
り
が

と
う
♥
ず
っ
と
ず
っ
と
仲
良
し
で
い
よ
う
ね
♥

元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

才さ
い

田た

歩ほ

の

か果
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

◎
平
成
24
年
５
月
27
日
生
ま
れ

◎
才
田
弘
之
・
早
苗
さ
ん
の
次
女

第
36
回

■問い合わせ　企画政策課  地域政策係　☎52-1114（直通）

◎
平
成
25
年
７
月
２
日
生
ま
れ

◎
下
野
直
哉
・
詩
史
さ
ん
の
長
女 

■
期
日
＝
10
月
25
日（
日
）　

■
時
間
＝
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ

左：長女�芽奈ちゃん
右：次女�歩果ちゃん

お
父
さ
ん
と
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
大
好
き
な
理
子

ち
ゃ
ん
。
い
つ
も
元
気
を
あ
り
が
と
う
。
ご
飯
を

た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
〜
！

ハロウィンにも
慣れてきたかの?
みんなで一緒に
楽しもうぞ！
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